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                大正期 （その６） 

                     〜「相中相高八十年」より〜 

 

６ 弁論部の活躍 

 

 大正期には、頻繁に講演会が開かれている。現在と異なって、講演会が啓蒙の役割を果

たしていたのであろうか。学者・軍人から卒業生に至るまでいろいろな人物による講演が

行われている。 

 また、その影響によるのであろうか、校内における弁論も盛んであった。それは、講談

部を中心に展開された。とくに、1919（大正８）年には、鈴木安蔵（註１）が大活躍している。 

 かれは、11 月 30 日福島公会堂で行われた東北文芸協会主催県下学生弁論大会で優勝し

た。このとき、野崎辰雄（註２）も五位に入賞している。さらに、かれは翌年 10 月９日二高

主催東北弁論大会でも優勝、11 月 27 日東北文芸協会主催福島弁論大会に招待された。県

下中等学校第一回雄弁大会優勝原稿は次の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 


